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は じ め に 

 

 

 

 本報告書は、大阪市及び市内各区における人口や経済などについての現状をとりまとめたもの

です。 

 平成 27年国勢調査による 10月１日現在の我が国の人口は、大正９年の調査開始以来、初めて

の減少となり、少子高齢化の一層の進行と本格的な人口減少社会に突入しました。人口は国や各

自治体の最も基本的な統計であり、長期的視点に立った行政運営等においては、人口の現状分析

が必要不可欠となります。 

 人口や経済などについての現状分析を行うためには、複眼的な視野と多角的な検討を要するも

のですが、本報告書では、人口動向に関連する国勢調査や人口動態統計、経済動向に関連する事

業所・企業統計調査、経済センサス-基礎調査、経済センサス-活動調査、工業統計調査、商業統

計調査、住宅・土地統計調査等の主要な指標・統計情報のうち、平成 30 年度までに公表されてい

るものを掲載しています。 

戦後初めてとなる昭和 25年国勢調査以降、高度成長期やバブル景気、世界同時不況などの変化

を繰り返す社会情勢の中で、大阪市においてはどのような人口・経済動向をたどってきたのかを

時系列比較し、また、日本全体及び大阪府、他都市の動向との地域間比較も行い、大阪市の人口

や経済などの動向を読み解く際の一材料となるよう構成しました。 

 本報告書に掲載している大阪市の現状分析結果を、各種行政施策の企画立案のための基礎資料

や地域分析資料として有効にご活用頂ければ幸いです。 
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利用上の注意 

 

 

 

１  「平成 30 年度大阪市の現状分析」は、基本的に昭和 25 年度から平成 30年度までに 

公表された各種統計データを掲載しています。 

  

２   掲載されている各種統計の時系列データについて、誌面の都合上、全ての調査年 

のデータを掲載していないため、調査年や調査周期等についてご注意ください。 

 

３   産業分類の改訂や調査内容の変更等により、時系列にデータを直接接続できない 

場合がありますが、「平成 30年度大阪市の現状分析」では長期時系列比較を行うた 

めに、独自にデータを接続している場合があります。各図表の注釈をご参考ください。 

 

４   大阪市内の行政区は、平成 30年度末現在で 24区となっていますが、市制施行以 

来、行政区画の変更や分区、合区などが行われていますので、区によってはデータ 

が不明な年があります。各図表の注釈をご参考ください。 
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